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「
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
貴
方
の
為
に
！
」 

 
 
 
 
 
 
 

 

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
お
陰
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
視
力
保
護 

以
上
の
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は

多
種
多
様
な
方
法
で
世
界
中
の
人
々
を
助
け
る

ラ
イ
オ
ン
ズ
を
援
助
し
ま
す
。
私
達
は
災
害
援

助
を
提
供
し
、
障
害
者
を
支
援
し
ま
す
。
青
少

年
に
は
立
派
な
大
人
と
な
っ
て
成
功
す
る
た
め

に
必
要
な
ス
キ
ル
を
提
供
し
ま
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

が
引
き
続
き
成
功
を
収
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
が
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
惜
し
み
な
く
協
力

し
続
け
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん

経
済
不
況
で
大
変
な
時
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
そ
う
い
う
時
で
あ
る
か

ら
こ
そ
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
に
協
力
し
、
最
も
困
っ
て
い

る
人
々
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
様
々
な
地
域
社
会
に
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の

く
ら
し
を
改
善
し
、
機
会
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
い
つ
か

あ
な
た
の
町
を
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
援
助
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
猛
威
を
振
る
っ
た
森
林
火
災
、
湾
岸
地
帯
に
発
生
し
た
壊
滅

的
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
そ
し
て
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル
で
発
生
し
た
大
洪
水
に
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が

対
応
し
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
青
少
年
奉
仕
や
視
力
や
聴
力
の
関
係
活
動
の
た
め
に
交
付
す
る
援
助
交

付
金
は
小
さ
な
町
そ
し
て
大
都
市
の
何
万
も
の
人
々
に
日
々
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
す
。

ニ
ー
ズ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
の
を
あ
な
た
は

目
に
す
る
は
ず
で
す
。 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
人
類
に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

が
そ
の
人
道
奉
仕
の
規
模
と
範
囲
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
お
分
か
り
に
な
れ
ば
、
き
っ

と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
視
力
フ
ァ
ー
ス
ト
Ⅱ
が
収
め
た
大
成
功
か
ら
私
た

ち
は
ヒ
ン
ト
を
得
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
今
後
に
つ
い
て
見
直
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
を
更
に
発
展
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
を
援
助
し
、
一
層
多
く

の
人
々
に
奉
仕
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
で
す
。
具
体
的
な
詳
細
は
近
い
う
ち
に

発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
今
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
奉
仕
を
支
え
る
た
め
の
一
層
大
き
な
力
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
記
事
を
お
読
み
に
な
れ
ば
、
あ
な
た
の
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
が
世
界
中
で
ど
の
よ

う
に
苦
し
ん
で
い
る
人
々
や
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
る
人
々
を
助
け
出
し
、
こ
れ
ら
の

人
々
が
自
ら
の
将
来
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
が
お
分
か
り
に
な
る
と
思

い
ま
す
。 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
あ
な
た
の
お
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
す
。
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
を
頼
り

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

あ
な
た
は
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
力
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
か
？

国
際
会
長 

ア
ル
バ
ー
ト
Ｆ
・
ブ
ラ
ン
デ
ル 

 

～Miracles Through Service～ 
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ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
LC
結
成
45
周
年 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

式
典
参
加
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

会
長 

 

中
川 

宜
興 

  
２
０
０
９
年
１
月
11
日
（
日
）
マ
レ
ー
シ
ア
国

ペ
ナ
ン
州
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
市
で
開
催
さ
れ
る
姉
妹

ク
ラ
ブ
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ 

結
成
45
周

年
式
典
に
出
席
の
た
め 

、
次
の
メ
ン
バ
ー
で
訪
問

し
た
。 

 

会
長 

中
川
宜
興 
前
会
長 

冨
田
義
雄 

第
一

副
会
長 

尾
崎
正
一 
第
三
副
会
長 

村
尾
良
明 

国
際
協
調
委
員
長 

山
下
泰
司 

四
十
五
周
年
記
念

事
業
委
員
長 

寒
川
正
行
と
我
が
ク
ラ
ブ
の
式
典
並

び
に
各
種
の
場
面
で
お
世
話
に
な
っ
た 

Ｌ
．
村
尾
の
孫
さ
ん
田
野
邊
姉
妹
合
計
８
名

の
参
加
者
と
な
っ
た
。 

  

《
１
月
９
日
（
土
）
》 

午
前
5
時 

 
 
 

長
尾
公
民
館
前
に
集
合 

い
ろ
は
タ
ク
シ
ー
で
関
西
空
港
へ 

 

そ
の
後
東
京
か
ら
来
る
田
野
邊
さ
ん
姉
妹
と
合
流
場
所
で
待
ち
合 

わ
せ
、
こ
の
日
は
東
京
地
方
は
降
雪
警
報
が
出
て
お
り
心
配
し
た 

が
時
間
通
り
到
着
し
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
搭
乗
手
続
き
を
し
、
朝

食
を
と
り 

搭
乗
待
ち
。 

 
 

午
前
11
時
10
分 

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
Ｍ
１
０
５
１
便
コ
タ
キ
ナ
ー
バ
ル
経
由 

ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
日
は
連
休
の
た
め
ほ
ぼ
満
席
で
あ
っ
た
。 

 

午
後
7
時
20
分 

（
時
差
1
時
間
）
定
刻kl

i
a
(

ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
国
際
空
港
）
到
着 

午
後
8
時
20
分 

k
l
i
a

発 

午
後
9
時
10
分 

ペ
ナ
ン
（
パ
ヤ
ン
・
レ
パ
ス
）
国
際
空
港
に
到
着 

 

つ
い
２
ヶ
月
前 

わ
が
ク
ラ
ブ
の
式
典
に
参
加
さ
れ
た
方
々
の
顔

が
い
っ
ぱ
い 

こ
こ
で
記
念
写
真 

  

早
速
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
郊
外
の
山
の
中
腹
に
あ
り
市
街
地
が
よ
く

見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
。
今
日
か
ら
３
日
間
、
お
な
じ
み
の

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
へ 

チ
エ
ッ
ク
イ
ン 

  

《
１
月
10
日
（
土
）
》 

 

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
と
観
光
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
親
睦
と
交
流
の
メ
ニ
ュ
ー
で
今
日
一

日
の
昼
間
の
行
事
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス 

 
 
 
 
 
 

Ｌ 

冨
田
義
雄 

Ｌ 

尾
崎
正
一 

Ｌ 

村
尾
良
明 

Ｌ 

中
川
宜
興 

  

観
光
コ
ー
ス 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｌ 

山
下
泰
司 

Ｌ 

寒
川
正
行 

田
野
邊
姉
妹 

  

午
後
６
時
か
ら
１
９
８
６
年
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
船
長
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
イ
ト
が
上

陸
し
た
場
所
に
た
て
ら
れ
た
砦
【
コ
ー
ン
・
ウ
オ
リ
ス
砦
】
に
隣
接
し
た
野
外
音
楽
堂

で
盛
大
に
「
友
好
交
流
の
夕
べ
」
が
開
か
れ
た
。
地
元
の
女
性
グ
ル
ー
プ
の
音
楽
会
ま

た
参
加
ク
ラ
ブ
の
郷
土
芸
能
な
ど
が
あ
り
、
大
変
賑
や
か
な
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
で
し
た
。

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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私
た
ち
も
呂
さ
ん
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
と
浴
衣
・
法
被
を
持
参
し
て

参
加
し
ま
し
た
。 

  

ホ
テ
ル
帰
着
午
後
12
時
前 

 
 《

１
月
11
日
（
日
）
》
メ
イ
ン
と
な
る
日
で
す
。 

午
前
10
時
集
合 

 
 

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
腎

臓
透
析
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
市

内
の
旧
葬
祭
場
の
建
物
内
で
政

府
・
市
並
び
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
関
係
者
の
挨
拶
の
後
、
鍬
入
れ

が
施
工
さ
れ
た
。
そ
の
後
近
く
の

中
華
飯
店
で
昼
食
会
が
開
か
れ
た
。 

 

午
後
２
時
過
ぎ
～ 

自
由
行
動
で
そ
れ
ぞ
れ
時
間
を
過

ご
し
た
。 

  

午
後
７
時
～ 

 
 

市
内T

r
a
d
e
r
 
H
o
t
e
l

に
お
い
て
、
政
府
・
市
関
係
者
を
は
じ
め

来
賓
の
出
席
の
も
と
、
ガ
バ
ナ
ー
を
始
め
、
13
姉
妹
ク
ラ
ブ
並

び
にG

e
s
u
t

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
、
総
勢
約
３
０
０
人
に
余
る
盛

大
な
45
周
年
式
典
で
あ
っ
た
。 

  

先
方
の
要
請
で
記
念
品
の
交
換
は
、
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
周
知
が
徹
底
し

て
お
ら
ず
急
遽
、
バ
ナ
ー
と
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
わ
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

祝
辞
は
日
本
語
で
行
い
、
通
訳
を
田
野
邊
さ
ん
に
お
願
い
し
、
好

評
で
し
た
。 

 

12
時
近
く
で
お
開
き
と
な
り
ホ
テ
ル
に
帰
っ
た
。 

 

《
１
月
12
日
（
月
）
》 

 

帰
り
の
便
が
連
休
の
せ
い
で
こ
の
日
が

と
れ
ず
、
ペ
ナ
ン
の
売
り
の
一
つ
で
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
で
一
泊
す
る
こ
と
と
な
り
パ
ト

ゥ
・
フ
エ
リ
ン
ギ
に
あ
る
パ
ー
ク
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
宿
泊
し
た
。 

 

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
面
し
た
高
級
ホ
テ
ル

で
外
と
隔
離
さ
れ
、
人
生
で
最
初
で
最
後

と
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。 

  

《
１
月
13
日
（
火
）
》 

 

昼
過
ぎ
に
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
の
皆

さ
ん
に
迎
え
ら
れ
空
港
近
く
で
夕
食
を
皆

で
食
べ
空
港
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。 

 

午
後
9
時
46
分 

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
MH
１
６
７
便
ペ
ナ
ン
発 

 

午
後
10
時
40
分 

k
l
i
a

着 

午
後
11
時
55
分 

マ
レ
ー
シ
ア
航
空
MH 

０
５
２
便kl

i
a

発 
 

 
 

《
１
月
14
日
（
火
）
》 

午
前
７
時 

 
 
 

関
西
空
港
定
刻
着 

 

三
協
タ
ク
シ
ー
に
て
午
前
11
時
過
ぎ
長
尾
帰
着 

  

６
日
間
の
訪
問
記
は
以
上
で
す
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
通
訳
を
お
願
い
し
ま

し
た
田
野
邊
邊
姉
妹
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

国
際
交
流
は
大
変
で
す
が
こ
の
経
験
を
生
か
し
よ
り
親
善
と
友
好
に
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

 

初心に返って ウィサーブ 

-２- 

45 周年記念盾を受賞 



   
 

 
 
 

 
     

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 

-３- 

「腎臓透析センター設立」支援金贈呈                                                                                                                                                                              

祝辞：中川会長 



  
 
 
 

特 
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第
47
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
香
港 

「
笠
井
Ｚ
Ｃ
・
大
西
地
区
委
員
と
の
香
港
・
マ
カ
オ
見
聞
録
」 

 
（
４
Ｒ
．
Ｐ
Ｒ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
・
大
会
参
加
委
員 

鶴
居 

健
） 

 
            

 

昨
年
12
月
4
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
香
港
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
東
洋･

東
南
ア

ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
４
Ｒ
．
３
Ｚ
笠
井
Ｚ
Ｃ
と
４
Ｒ
会
員･

会
則･

Ｅ
Ｘ
Ｔ･

指
導
力

育
成･

ブ
ロ
ト
コ
ー
ル
大
西
委
員
と
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
間
の
楽
し
い
思
い
出
を
記
録

し
ま
し
た
。
ご
一
読
い
た
だ
き
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
と
香
港･

マ
カ
オ
の
事
情
の
一
端

で
も
お
分
か
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

｢

1
日
目 

12
月
4
日
（
木
）｣ 

 

早
朝
3
時
起
床
。
普
段
8
時
前
後
に
起
き
る
私
に
と
っ
て
辛
か
っ
た
が
、
何
と
か
目

が
覚
め
た
。
食
欲
が
な
い
の
に
無
理
し
て
ト
ー
ス
ト
1
枚
と
サ
ラ
ダ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
口

に
流
し
込
む
。
出
迎
え
の｢

い
ろ
は
タ
ク
シ
ー｣

で
高
速
バ
ス
志
度
へ
。
4
時
47
分
の
バ

ス
に
乗
車
、
笠
井
Ｚ
Ｃ
．
L
大
西
と
合
流
し
一
路
関
西
空
港
へ
。
途
中
で
大
阪
湾
に
昇

る
日
の
出
を
迎
え
、
今
回
の
旅
の
無
事
を
祈
る
。 

関
空
4
階
中
央
団
体
受
付
場
所
に
予
定
通
り
到
着
、
山
地
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
石
井
幹

事
、
森
崎
会
計
等
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
執
行
部
に
挨
拶
、
原
北
事
務
局
長
の
お
元
気
な
姿
も

あ
っ
た
。
糖
尿
病･

高
血
圧･

心
臓
病
等
々
で
1
日
23
錠
の
薬
と
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射
の

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
身
で
、
手
荷
物
検
査
が
気
掛
か
り
で
あ
っ
た
が
無
事
通
過
、
笠

井
Ｚ
Ｃ
は
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル
が
問
題
だ
っ
た
ら
し
く
パ
ス
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ

た
。 

 

10
時
発
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
７
０
１
便
に
搭
乗
、
高
度
4
万
フ
ィ
ー
ト
、
時
速
７
２
０
㎞
/
ｈ
、

外
気
温
マ
イ
ナ
ス
65
℃
、
フ
ラ
イ
ト
時
間
4
時
間
20
分
。
時
差
日
本
と
マ
イ
ナ
ス
1

時
間
、
現
地
時
間
13
時
20
分
、
香
港
国
際
空
港
着
。
到
着
ロ
ビ
ー
に
は
、
他
の
地
区
の

出
迎
え
の
係
り
の
人
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
右
往
左
往
し
て
い
る
が
、
私
た
ち
３
３
６-

Ａ
地
区
の
出
迎
え
が
見
当
た
ら
な
い
。
暫
く
し
て
や
っ
と
添
乗
員
を
見
つ
け
て
一
安
心
。

バ
ス
に
分
乗
し
て
ホ
テ
ル
へ
。
早
速
添
乗
員
の
「
温
」
さ
ん
か
ら
香
港
滞
在
中
の
注
意

す
べ
き
事
柄
の
説
明
を
聞
く
。 

 

先
ず
、
香
港
で
は
飲
酒
運
転
の
規
制
が
な
い
が
、
交
通
事
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
る
こ
と
、
自
衛
が
基
本
で
あ
る
と
の
驚
く
べ
き
話
。
次
に
こ
れ
は
ど
こ
で
も
同
じ

だ
が
、
盗
難
、
万
引
き
に
注
意
と
の
こ
と
。
ホ
テ
ル
で
は
必
ず
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ
ク
ス

を
活
用
す
る
こ
と
の
確
認
。
当
座
の
お
金
と
し
て
両
替
を
す
る
。
日
本
円
2
万
円
で
１

５
４
０
香
港
ド
ル
、
1
香
港
ド
ル
約
13
円
、
最
近
は
為
替
変
動
が
激
し
い
と
の
話
。
な

お
、
香
港
は
面
積
約
1
、
１
０
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
６
８
０
万
人
、
言
語

第 47 回東洋・東南アジアフォーラム
会場入口前にて 
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は
中
国
語
（
広
東
語
）
と
英
語
。
年
間
を
通
し
て
温
暖
だ
が
一
応
四
季
は
あ
る
。
11
～

12
月
は
日
本
の
初
秋
の
よ
う
な
気
候
。
12
月
の
日
の
出
は
平
均
6
時
55
分
、
日
没
は

17
時
42
分
。 

 

約
40
分
、
私
た
ち
の
宿
泊
す
る
「
ハ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
ホ
テ
ル
」
に
到

着
。
笠
井
Ｚ
Ｃ
と
同
室
。
荷
物
を
片
付
け
ひ
と
休
み
。
18
時
頃
か
ら
、
漢
京
楼
の
「
北

京
ダ
ッ
ク
」
を
賞
味
の
後
、
オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
バ
ス
で
香
港
の
夜
景
を
楽
し
む
。
驚
い

た
の
は
、
ビ
ル
の
補
修
工
事
の
足
場
が
竹
を
組
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。
商
店
の
看

板
が
道
路
ま
で
突
き
出
し
て
お
り
、
危
な
く
バ
ス
の
乗
客
の
頭
に
触
れ
そ
う
な
場
面
に

遭
遇
。
バ
ス
で
の
観
光
を
終
わ
り
、
女
人
街
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
を

散
策
。
こ
の
ス
ト
リ
ー
ト
は
Ｂ
級
。
Ｃ
級
の
コ
ピ
ー
商
品
の
小
さ
な
店
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ

ャ
と
し
て
お
り
、
な
か
な
か
に
活
気
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
香
港
の
街
で
も
、
新
宿
、

渋
谷
、
六
本
木
と
同
じ
く
23
時
近
く
に
な
っ
て
も
若
者
た
ち
が
ウ
ロ
ウ
ロ
と
夜
の
繁
華

街
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
。
「
夜
12
時
前
に
寝
る
の
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
け
よ
」
と
添
乗
員
は

笑
っ
て
話
す
。 

 
 

ト
ン
チ
ョ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
る
女
人
街
は
衣
類
や
バ

ッ
グ
等
女
性
物
を
中
心
に
扱
う
ナ
イ
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
。 

テ
ン
プ
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
男
性
物
を
扱
っ
て
い
る
。 

  

24
時
近
く
ホ
テ
ル
に
戻
る
、
さ
す
が
に
疲
れ
た
。
考
え

る
と
今
日
は
朝
3
時
に
起
床
。
24
時
ま
で
約
21
時
間
、
バ

ス
・
飛
行
機
・
ま
た
バ
ス
等
々
、
そ
の
間
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
、
歩
い
た
り
、
よ
く
ぞ

倒
れ
な
か
っ
た
も
の
と
自
分
で
感
心
す
る
。
シ
ャ
ワ
ー
も
せ
ず
に
ベ
ッ
ド
に
倒
れ
込
み

熟
睡
。 

 

｢

2
日
目 

12
月
5
日
（
金
）｣ 

 

2
日
目
、
今
日
は
今
回
の
旅
行
の
本
番
と
も
言
う
べ
き
日
。
朝
は
ゆ
っ
く
り
と
起
床
。

バ
イ
キ
ン
グ
の
朝
食
後
、
ホ
テ
ル
を
出
発
。
１
９
９
７
年
に
中
国
に
返
還
さ
れ
た
時
の

返
還
記
念
広
場
へ
。
対
岸
に
そ
そ
り
た
つ
高
層
建
物
の
眺
め
は
壮
観
の
一
言
。
隣
接
す

る
ア
ベ
ニ
ュ
ー
オ
ブ
ス
タ
ー
ズ
に
は
私
は
知
ら
な
い
が
、
有
名
な
俳
優
の
手
形
が
多
く
、

観
光
客
が
思
い
思
い
に
自
分
の
手
を
重
ね
て
楽
し
ん
で
い
た
。 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
飲
茶
の
昼
食
、
14
時
30
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
開
会
式
に
参
加
す

る
た
め
、
会
場
の
ア
ジ
ア
ワ
ー
ル
ド
・
エ
キ
ス
ポ
に
向
か
う
。 

 

返
還
記
念
広
場
に
て
参
加
メ
ン
バ

ー
と
記
念
撮
影
。 

香
港
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
＆
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
都
市
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

15
時
10
分
、
会
場
に
到
着
。
会
場

で
は
ベ
ス
ト
を
着
用
し
た
中
国
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
仲
間
が
参
加
者
の
案
内
、

整
理
に
大
奮
闘
。
到
着
し
た
時
、
既

に
各
国
の
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
入
場
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
。
通
路
を
香
港

の
児
童
が
両
手
に
花
・
国
旗
に
し
て

踊
り
な
が
ら
入
場
す
る
ガ
バ
ナ
ー
等

を
歓
迎
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
小

型
版
み
た
い
だ
と
思
っ
た
。 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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フ
ォ
ー
ラ
ム
会
場
内
部
。
ひ
な
壇
に
多
く
の
役
員
が
並
ぶ
。 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
メ
ン
バ
ー
の
席
は
ひ
な
壇
に
向
か
っ
て
正
面

の
半
ば
以
上
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。 

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
Ａ 

Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｄ
ｉ
ｍ
ｅ
ｎ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｉ
ｎ 

Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」
貧
困
や
差
別
が

な
く
、
す
べ
て
の
人
々
の
尊
厳
か
ら
守
ら
れ
る
世
界
へ
向
け

て
の
新
し
い
一
歩
と
な
ろ
う
と
い
う
、
大
い
な
る
挑
戦
を
含

ん
で
い
る
。
日
本
か
ら
２
１
４
５
人
が
参
加
。
登
録
者
数
は
６
０
０
６
人
に
の
ぼ
っ
た

と
聞
く
。 

 

い
よ
い
よ
式
典
が
開
始
。
開
会
ゴ
ン
グ
、
中
国
国
歌
、
米
国
国
歌
の
斉
唱
。
物
故
者

へ
の
黙
禱
等
々
、
粛
々
と
議
事
が
進
行
す
る
。
次
か
ら
次
と
ス
ピ
ー
チ
が
英
語
で
行
わ

れ
る
。
会
場
に
は
英
語
の
分
か
ら
な
い
メ
ン
バ
ー
が
多
く
い
る
の
だ
か
ら
、
正
面
の
巨

大
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
主
催
国
の
母
国
語
、
今
回
は
中
国
語
だ
が
、
参
加
の
多
い
国
の
言

葉
で
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
を
紹
介
し
て
は
と
考
え
た
。
英
語
で
式
典
を
仕
切
っ
て
し
ま
う

の
で
あ
れ
ば
、
少
し
は
参
加
者
の
言
語
力
を
前
提
に
進
行
内
容
を
正
し
く
伝
え
る
方
法

の
検
討
が
な
さ
れ
て
当
然
だ
と
思
っ
た
。
運
営
上
の
大
き
な
反
省
点
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？ 

 

今
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
特
に
目
立
っ
た
点
は
、
中
国
の
パ
ワ
ー
、
中
国
本
土
で
Ｏ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
い
と
の
提
案
や
、
会
期
中
多
く
の
場
面
で
中
国
メ
ン
バ

ー
の
活
発
な
発
言
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
又
、
女
性
会
員
の
存
在
感
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
た
こ
と
も
上
げ
ら
れ
る
と
の
報
告
を
耳
に
し
て
い
る
。
此
処
で
３
３
６
複
合
地

区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
。
議
長
Ｌ
小
田
邦
雄
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し

ご
披
露
し
ま
す
。 

「
こ
の
度
、
第
47
回
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
香
港
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
に

あ
た
り
、
関
係
者
各
位
の
ご
努
力
に
対
し
て
、
３
３
６
複
合
地
区
を
代
表
し
て
、
心
か

ら
敬
意
と
祝
意
の
気
持
ち
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
、
ま
さ
に
香
港
は
、
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
の
最
大
拠
点
と
し
て
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る

一
方
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
も
、
中
国
本
土
へ
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
橋

頭
堡
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
を

さ
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
責
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 
 

今
回
の
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
東
洋
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
よ
り
良
き
明

日
を
築
く
た
め
に
有
意
義
で
す
ば
ら
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
」 

 

次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
上
、
16
時
20
分
、
今
夜
の
「
Ｍ
Ｄ
３
３
６
の
夕
べ
」
出

発
準
備
の
た
め
、
会
場
を
後
に
い
っ
た
ん
ホ
テ
ル
へ
。
今
日
の
二
つ
目
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。
場
所
は
ハ
ッ
ピ
ー
ヴ
ァ
レ
ー
競
馬
場
６
階
「
オ
ー
ナ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
」

で
19
時
ス
タ
ー
ト
。 

 

出
席
者
１
４
３
名
、
谷
野
（
下
関
Ｌ
Ｃ
）
藤
井
（
福
山
東
Ｌ
Ｃ
）
元
国
際
理
事
を
は

じ
め
小
田
３
３
６
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
複
合
地
区
協
議
会
議
長
（
岡
山
西
Ｌ
Ｃ
）
、

３
３
６
‐
Ａ
～
Ｄ
現
地
区
ガ
バ
ナ
ー
同
次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
文
字
通
り
Ｍ
Ｄ
３
３
６

の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ス
ト
が
勢
ぞ
ろ
い
。 

 

式
は
、
山
地
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
開
会
挨
拶
、
小
田
協
議
会
議
長
挨
拶
、
森
岡
Ｂ
地

区
ガ
バ
ナ
ー
の
音
頭
で
の
乾
杯
、
前
記
お
二
人
の
元
国
際
理
事
の
挨
拶
と
続
き
、
中
国

楽
器
「
二
胡
」
の
生
演
奏
の
な
か
祝
宴
懇
談
に
入
る
。
私
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
Ａ
地
区

１
Ｒ
宇
高
Ｒ
Ｃ
ご
夫
妻
、
同
２
Ｒ
１
Ｚ
藤
田
Ｚ
Ｃ
、
２
Ｚ
竹
中
Ｚ
Ｃ
、
同
２
Ｒ
、
２
Ｚ

松
山
湯
築
Ｌ
Ｃ
管
ご
夫
妻
、
そ
し
て
４
Ｒ
の
私
た
ち
３
名
。
右
隣
に
は
Ａ
地
区
５
Ｒ
神

余
Ｒ
Ｃ
を
は
じ
め
Ａ
地
区
５
Ｒ
の
メ
ン
バ
ー
。
約
１
時
間
30
分
の
宴
は
Ａ
～
Ｄ
次
期
地

区
ガ
バ
ナ
ー
の
紹
介
、
Ｃ
地
区
橘
高
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
閉
会
の
挨
拶
で
終
了
。
と
て
も

和
や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
時
間
が
経
過
し
た
。 

初心に返って ウィサーブ 
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二
日
目
も
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
24
時
近
く
、
連
日
の
強
行
軍
に
ダ
ウ
ン
寸
前
の
状
態
。

そ
れ
に
明
日
は
マ
カ
オ
観
光
と
か
で
、
バ
ス
の
ホ
テ
ル
ス
タ
ー
ト
７
時
10
分
。
モ
ー
ニ

ン
グ
コ
ー
ル
６
時
と
添
乗
員
の
冷
た
い
声
。
眠
ろ
う
と
す
る
が
な
か
な
か
寝
付
け
な
い
。

睡
眠
薬
半
錠
の
助
け
を
か
り
、
眠
り
に
つ
く
。 

 

「
３
日
目 

12
月
6
日
（
土
）
」 

 

三
日
目
、
今
日
は
10
時
間
の
マ
カ
オ
観
光
。
43
名
参
加
。 

マ
カ
オ
は
、
１
９
９
９
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
中
国
に
返
還
さ
れ
、
２
０
０
５
年
に

「
マ
カ
オ
歴
史
市
街
地
区
」
と
し
て
八
つ
の
広
場
と
二
十
二
の
歴
史
的
建
築
物
が
世
界

遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
大
航
海
時
代
に
東
西
文
化
の
交
流
地
点
と
し
て
栄
え
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
中
国
と
い
っ
た
異
な
る
文
化
が
融
合
す
る
姿
は
旅

人
を
魅
了
し
て
い
る
。
言
語
は
中
国
語
（
広
東
語
）
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
が
公
用
語
、
入
境
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
。
ど
こ
か

ら
ど
こ
ま
で
か
は
っ
き
り
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
高
速
船
で
１

時
間
く
ら
い
で
、
マ
カ
オ
に
到
着
。 

 
 

聖
ポ
ー
ル
天
主
堂
跡
。 

マ
カ
オ
の
シ
ン
ボ
ル
教
会
の
前
面
部

分
だ
け
が
焼
け
残
っ
て
る
。 

東
洋
一
と
称
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
建

築
物
。 

 

下
船
後
暫
く
歩
く
と
、
聖
ポ
ー
ル

天
主
堂
跡
（
Ｒ
ｕ
ｉ
ｎ
ｓ 

ｏ
ｆ 

Ｓ
ｔ
．
Ｐ
ａ
ｕ
ｌ
ｓ
）
マ
カ
オ
の
シ
ン
ボ
ル
教
会
の
前
面
部
分
だ
け
が
焼
け
残
っ
た
フ

ァ
ザ
ー
ド
。
か
つ
て
は
東
洋
一
と
称
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
建
築
物
だ
っ
た
が
、
１
８
３

５
年
火
災
で
焼
失
し
た
。
隣
接
し
て
ナ
ー
チ
ャ
廟
、
（
Ｎ
ａ
T
ｃ
ｈ
ａ 

Ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｌ

ｅ
）
１
８
８
８
年
に
神
童
ナ
ー
チ
ャ
を
祀
る
た
め
に
造
ら
れ
小
さ
な
寺
院
。
旧
城
壁

（
Ｓ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ｏ
ｆ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｏ
ｌ
ｄ 

C
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｗ
ａ
ｌ
ｌ
ｓ
）
１
５

６
９
年
に
造
ら
れ
た
街
を
外
敵
か
ら
守
る
た
め
の
壁
、
等
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い

る
遺
跡
を
見
る
。
歩
い
て
い
る
と
良
い
匂
い
が
し
て
き
た
。
聞
く
と
「
エ
グ
タ
ル
ト
」

と
言
わ
れ
て
い
る
お
菓
子
、
一
口
頬
張
る
と
甘
い
香
り
が
広
が
り
、
柔
ら
か
い
ス
イ
ー

ト
が
蕩
け
そ
う
に
口
一
杯
と
な
る
。
玉
子
の
部
分
が
長
時
間
味
を
保
て
な
い
と
か
で
お

土
産
に
は
な
ら
な
い
と
の
話
。 

地
面
に
は
め
込
ま
れ
た
モ
ザ
イ
ク
模
様
と
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
風
建
造

物
が
印
象
的
な
セ
ナ
ド
広
場
、
１
７
８
４
年
に
建
て
ら
れ
た
地
方
自
治
会
の
美
し
い
民

政
総
署
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
は
忠
実
な
セ
ナ
ド
と
言
う
意
味
で
「
レ
ア
ル
・
セ
ナ
ド
」

と
呼
ば
れ
、
新
古
典
様
式
の
装
飾
が
素
晴
ら
し
い
。
ま
だ
ま
だ
見
学
し
た
い
「
モ
ン
テ

の
砦
」
「
ギ
ア
要
塞
」
「
媽
閣
廟
」
等
々
が
あ
っ
た
が
時
間
の
関
係
で
遺
跡
群
と
別
れ

を
告
げ
る
。 

昼
食
後
、
マ
カ
オ
最
大
面
積
を
誇
る
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｄ
カ
ジ
ノ
へ
案
内
さ
れ
る
。
流
石
に
広

い
。
中
に
入
る
と
迷
子
に
な
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
バ
カ
ラ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
、
ル

ー
レ
ッ
ト
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン
等
々
。
カ
ジ
ノ
は
三
回
目
だ
が
、
遊
び
方
が
分
か
ら

な
い
の
で
専
ら
見
学
。
バ
カ
ラ
の
プ
レ
イ
を
見
る
。
バ
ン
カ
ー
と
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
の
駆

け
引
き
が
面
白
い
。
女
性
が
結
構
多
く
、
元
気
に
賭
け
を
楽
し
ん
で
入
る
様
？
だ
。
然

し
真
剣
そ
の
も
の
の
空
気
が
漂
っ
て
い
る
。
見
て
い
る
内
に
大
体
要
領
も
理
解
し
た
が
、

な
か
な
か
ゲ
ー
ム
に
参
加
す
る
勇
気
が
出
な
い
。
時
計
を
見
る
と
集
合
時
間
、
慌
て
て

元
の
場
所
に
急
ぐ
も
分
か
ら
ず
に
や
や
慌
て
る
。
後
で
笠
井
Ｚ
Ｃ
、
大
西
委
員
に
聞
く

と
、
お
二
人
と
も
何
も
し
な
い
で
ボ
ン
ヤ
リ
と
眺
め
て
い
た
だ
け
と
の
こ
と
。 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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バ
ス
で
港
へ
。
途
中
、
窓
か
ら
見
え
る
山
は

ど
れ
も
こ
れ
も
禿
げ
坊
主
。
樹
木
が
殆
ど
な
い
。

恐
ら
く
中
国
の
開
発
に
よ
る
公
害
の
結
果
で
は

な
い
か
？
と
話
し
合
う
。
ま
た
、
海
水
の
色
も

茶
色
に
汚
れ
て
い
る
。
ま
た
、
連
日
乗
っ
て
い

る
バ
ス
は
中
国
製
、
左
ハ
ン
ド
ル
、
乗
車
口
は

右
側
、
バ
ス
に
乗
る
時
、
注
意
を
し
な
い
と
乗

車
中
、
そ
ば
を
車
が
ビ
ュ
ン

ビ
ュ
ン
と
飛
ば
し
て
い
る
。

危
険
な
こ
と
極
ま
り
な
い
。 

  

ホ
テ
ル
に
17
時
頃
帰
着
。

い
っ
た
ん
休
憩
し
て
後
、
オ

プ
シ
ョ
ン
の
香
港
グ
ル
メ
を

リ
ー
ド
す
る
「
海
都
海
鮮
料

理
酒
家
」
で
の
海
鮮
料
理
の

夕
食
と
、
海
抜
３
９
６
ｍ
の

「
ビ
ク
ト
リ
ア
ピ
ー
ク
」
の

１
０
０
万
ド
ル
の
夜
景
を
楽

し
ん
だ
。
香
港
最
後
の
夜
、

ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
の
は
11
時
、
荷
物
の
整
理
を
終
え
て
、
三
日
目
に
風
呂
に
入
り
、
溜

ま
り
に
溜
ま
っ
て
い
る
疲
れ
を
ほ
ぐ
し
た
。
そ
れ
で
も
12
時
を
過
ぎ
て
い
た
。 

 

「
４
日
目 

12
月
７
日
（
日
）
」 

 

今
日
は
帰
国
後
、
ゆ
っ
く
り
と
７
時
過
ぎ
に
起
床
、

さ
す
が
に
朝
食
の
バ
イ
キ
ン
グ
に
も
厭
き
た
。
結
構
強

行
軍
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
無
事
こ
な
し
一
安
心
。
笠
井

Ｚ
Ｃ
に
も
疲
れ
の
表
情
は
無
い
。
閉
会
式
に
出
る
か
否

か
で
話
し
合
っ
た
が
、
荷
物
の
持
ち
運
び
、
空
港
へ
の
時
間
、
な
に
よ
り
も
閉
会
式
に

長
く
お
ら
れ
な
い
と
の
事
で
参
加
を
取
り
や
め
と
し
た
。
又
、
理
解
出
来
な
い
英
語
の

ス
ピ
ー
チ
を
聞
く
の
も
疲
れ
る
と
の
考
え
も
不
参
加
と
し
た
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
。

前
に
も
記
し
た
が
、
参
加
者
に
式
典
の
進
行
内
容
を
十
分
わ
か
る
よ
う
な
運
営
を
検
討

す
る
こ
と
が
、
式
典
へ
の
参
加
者
の
熱
意
を
左
右
す
る
大
き
な
要
因
に
な
る
事
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。 

 

香
港
国
際
空
港
で
出
国
の
手
荷
物
検
査
で
、
今
度
は
私
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
注
射
器
具

一
式
が
引
っ
掛
か
り
、
下
手
な
英
語
で
説
明
し
Ｏ
Ｋ
と
な
り
冷
や
汗
を
か
い
た
。 

 

14
時
55
分
発
Ｊ
Ａ
Ｌ
７
０
２
便
に
搭
乗
、
一
路
帰
国
の
途
へ
。
19
時
10
分
、
関
西

空
港
に
無
事
到
着
。
往
路
と
逆
に
高
速
バ
ス
関
空
発
20
時
15
分
発
、
志
度
到
着
23
時
、

家
に
は
23
時
20
分
着
。
四
日
振
り
に
日
本
に
帰
っ
て
の
最
初
の
一
言
は
「
寒
い
」
の
言

葉
で
あ
っ
た
。
聞
け
ば
こ
の
二
、
三
日
、
寒
波
襲
来
で
氷
か
張
っ
た
と
の
事
。
我
が
家

に
戻
り
、
本
当
に
ヤ
レ
ヤ
レ
の
気
持
ち
。
熱
い
日
本
茶
を
飲
ん
で
「
や
は
り
我
が
家
は

良
い
な
」
が
正
直
な
感
想
で
あ
っ
た
。 

 

僅
か
四
日
間
の
シ
ョ
ー
ト
ツ
ア
ー
、
海
外
旅
行
は
色
々
と
見
聞
を
広
め
ら
れ
る
が
、

疲
れ
る
。
つ
く
づ
く
と
「
年
だ
な
」
と
も
思
う
。
体
力
の
衰
え
に
侘
し
さ
を
覚
え
つ
つ
、

筆
を
置
き
ま
す
。 

初心に返って ウィサーブ 
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中
川
会
長
・講
師
に
認
定
さ
れ
る 

 
薬
物
乱
用
問
題
は
全
世
界
的
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
と
り
わ
け
わ
が
国
で
は
昨
年
か
ら
大
学
等
で
の
大
麻
な
ど

薬
物
乱
用
が
新
聞
・
テ
レ
ビ
を
賑
わ
し
て
お
り
、
覚
せ
い
剤
・
合

成
麻
薬
Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｍ
Ａ
・
違
法
ド
ラ
ッ
グ
・
大
麻
乱
用
が
青
少
年
層

に
拡
大
す
る
な
ど
、
薬
物
乱
用
の
低
年
齢
化
・
潜
在
化
傾
向
は
極

め
て
深
刻
な
問
題
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

薬
物
乱
用
の
き
っ
か
け
の
殆
ど
を
聞
い
て
み
る
と
、
興
味
半

分
・
一
回
ぐ
ら
い
は
・
こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
と
言
っ
た
安
易
な

考
え
か
ら
坩
堝
に
落
ち
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
薬
物
乱
用
防
止
は
小
学
生
・
中
学
生

の
小
さ
い
と
き
か
ら
薬
物
乱
用
の
防
止
の
正
し
い
知
識
の
啓
発

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。 

 
 

今
回
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６
・
Ａ
地
区
：

青
少
年
・
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
・
市
民
奉
仕
・
児
童
福
祉
委
員
会
で
は
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
第
一
段
階
と
し
て
財
団
法
人 

麻
薬
・
覚
せ

い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
「
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定
講
師
養
成

講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
ク
ラ
ブ
単
位
で
地
域
の
小
・
中
学
校

で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
地
域
と
学
校
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

記 
 

◇ 

主 
 

催 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
６
・
Ａ
地
区 

 
 

 
 
 

 
 
 

財
団
法
人 

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー 

◇ 

後 
 

援 

内
閣
府
（
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
）
、
厚
生
労
働
省
、 

警
察
署
、
文
部
科
学
省
、
香
川
県 
 

◇ 

日 
 

 

時 

二
十
一
年
一
月
十
八
日 

午
後
一
時
～
五
時 

 

◇ 

場 
 

所 

坂
出
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

当
日
の
講
座
参
加
者
は
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
ほ
か
二
十
四
名
、
４
Ｒ
・
５
Ｒ
ク
ラ
ブ

か
ら
六
十
九
名
、
総
勢
九
十
三
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。 

講
座
の
内
容
は
、
「
薬
物
乱
用
と
身
体
へ
の
影
響
」
「
薬
物
犯
罪
の
現
況
」
「
薬

物
乱
用
防
止
教
育
の
現
状
」
「
Ｌ

Ｃ
協
会
に
お
け
る
薬
物
乱
用
防
止

活
動
の
実
践
」
「
み
ん
な
で
学
ぼ

う
！
薬
物
乱
用
防
止
」
な
ど
で
、

医
師
、
県
警
、
県
教
委
、
行
政
等

の
関
係
機
関
の
専
門
家
に
よ
る
講

義
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら

は
、
中
川
宜
興
会
長
が
参
加
し
、

左
記
の
と
お
り
講
師
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

中
川
会
長
は
「
薬
物
乱
用
防
止
講
習
会
の
講
師
と
し
て
認
定
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
等
に
お
い
て
、
初
期
の
目
的
が
果
た

せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
受
講
の
弁
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

（
森
川
康
生
記
） 

-９- 
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「
第
４
回
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ふ
る
さ
と

写
生
大
会
」
が
平
成
二
十
年
十
一
月
二

十
三
日
に
み
ろ
く
公
園
及
び
茶
臼
山
古

墳
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

こ
の
写
生
大
会
は
、
平
成
十
六
年
に

襲
っ
た
台
風
二
十
三
号
の
爪
痕
・
そ
し

て
復
興
の
姿
を
見
て
も
ら
お
う
と
平
成

十
七
年
か
ら
「
環
境
を
守
る
た
め
の
写

生
大
会
」
と
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
復
興
も
ほ
ぼ
終
わ
り
自
然
の
美
し

さ
・
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
き
た
こ

と
を
ふ
ま

え
、
今
年

か
ら
「
ふ

る
さ
と
写

生
大
会
」

と
名
称
を

改
め
開
催

す
る
こ
と 

     

に
な
り
ま

し
た
。
ふ

る
さ
と
の

美
し
さ
・

そ
の
癒
し

の
根
源
と

な
っ
て
い
る

自
然
環
境
の

大
切
さ
を
実

感
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
ま
す
。 

心
配
し
て
い
た
天
候
も
、
少
し
肌
寒

か
っ
た
が
晴
れ
渡
り
、
ま
さ
に
写
生
日

和
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。 

 

参
加
者
は 

幼
稚
園
児 

四
名 

 
 

 
 
 
 

小
学
生 

 

二
十
二
名 

 
 

 
 
 
 

中
学
生 

 

一
名 

 
 
 
 
 
 

一 

般 
 

三
名 

 
 

例
年
に
比
し
、
中
学
生
、

一
般
の
方
の
参
加
が
少
な 

く
、
若
干
寂
し
い
思
い
が
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
参
加
者
は
自
然
を
堪
能
し
つ

つ
、
絵
筆
に
そ
の
感
覚
を
表
現
し
て
い

く
姿
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

作
品
は
二
十
一
世
紀
館
さ
ん
が
わ
で

十
二
月
十
六
日
～
二
十
一
日
ま
で
の
六

日
間
展
示
さ
れ
、
多
く
の

市
民
の
方
々
に
観
て
頂
き

（
延
べ
一
七
五
名
）
、
自

然
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

知
っ
て
貰
う
こ
と
が
出
来

有
意
義
な
写
生
大
会
と
な

り
ま
し
た
。 

展
示
点
数
は
、
総
数
四

十
点
で
部
門
別
に
は
次
の

通
り
で
し
た
。 

幼 
稚 
園 

児 
 

三
点 

小 

学 
生 

 

十
九
点 

中 

学 

生 
 
 

十
点 

一 
 
 

般 
 
 

八
点 

な
お
、
展
示
に
つ
い
て
は
、
写
生
会

の
当
日
は
種
々
行
事
等
で
参
加
で
き
な

か
っ
た
天
王
中
学
校
生
に
特
別
出
品
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
、
木
画
会

の
方
々
や
家
族
ぐ
る
み
で
出
品
し
て
い

た
だ
き
、
お
か
げ
で
会
場
を
賑
わ
す
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 

展
示
会
の
最

終
日
に
は
、
優

秀
作
品
の

表
彰
式
が

行
わ
れ
、

入
賞
さ
れ
た
皆
様
方
（
優
秀
賞
二

十
二
点
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞 

一
点
）

に
は
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
中

川
宜
興
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

写
生
大
会
の
運
営
で
は
東
讃
絵
画
美
術

協
会
・
木
画
会
並
び
に
さ
ぬ
き
市
教
育

委
員
会
に
多
大
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 

（
文
責 

森
川
康
生) 

初心に返って ウィサーブ 
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そ
の
Ⅰ 

     

マ
レ
ー
シ
ア
国
で
は
、
腎
臓
透
析
を

必
要
と
す
る
人
が
毎
年
３
０
０
０
人
増

え
続
け
て
い
る
と
い
う
。
中
で
も
わ
れ

わ
れ
の
仲
間
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ

が
あ
る
ペ
ナ
ン
で
は
そ
の
１
０
％
に
あ

た
る
約
３
０
０
人
が
増
え
続
け
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
透
析
機

十
一
台
を
設
置
し
た
透
析
セ
ン
タ
ー
が

毎
年
五
ヶ
所
ず
つ
設
置
を
必
要
と
す
る

と
の
こ
と
。 

 

ジ
ョ
ウ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
で
は
、

「
ラ
イ
オ
ン
ズ
腎
臓
透
析
セ
ン
タ
ー
設

立
＝
国
の
腎
臓
透
析
寄
金
と
協
力
」
に

立
ち
上
が
り
、
腎
臓
疾
患
患
者
の
救
済

を
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
当
該
ク
ラ
ブ
の
姉
妹
提
携

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
も
、
活
動
の
輪
を
広
げ

協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
こ
の
ほ
ど
、
事
業
資
金
の
醵
金
に 

       

つ
い
て
わ
が
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

へ
も
要
請
が
あ
っ
た
。 

 

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

十
七
名
の
協
力
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

醵
金
九
万
円
に
つ
い
て
は
、
一
月
に
開

催
さ
れ
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
Ｌ
Ｃ
四
十

五
周
年
記
念
式
典
に
参
加
す
る
訪
問
団

（
中
川
会
長
ほ
か
七
名
）
に
託
し
た
。 
 

長
尾
Ｌ
Ｃ
か
ら
の
「
腎
臓
透
析
セ
ン

タ
ー
設
立
」
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加

者
は
次
の
方
々
で
す
。 

 

Ｌ 

中
川
宜
興
、
Ｌ 

田
中
克
己
、
Ｌ 

冨
田 

義
雄
、
Ｌ 

村
尾
良
明
、
Ｌ 

松
原

典
士
、
Ｌ 

安
部 

好
、
Ｌ 

阿
部
信
行
、

Ｌ 

尾
崎
正
一
、
Ｌ
入
谷 

武
、
Ｌ 

松
井

正
成
、
Ｌ 

白
井
貞
男
、
Ｌ 

井
上
信
明
、

Ｌ 

鶴
居 

健
、
Ｌ 

安
西 

勝
、
Ｌ 

山
下

泰
司
、
Ｌ
松
岡
喜
久
雄
、
Ｌ 

森
川
康
生 

そ
の
Ⅱ 

     

プ
ケ
ッ
ト
の
太
陽
の
村
は
、
２
０
０
４

年
に
プ
ケ
ッ
ト
を
襲
っ
た
あ
の
恐
ろ
し

い
津
波
で
親
を
失
い
路
頭
に
迷
う
子
ど

も
た
ち
を
救
う
た
め
に
、
プ
ケ
ッ
ト
・

ア
ン
ダ
マ
ン
・
シ
ー
Ｌ
Ｃ
が
設
立
し
た

孤
児
保
護
養
育
施
設
。 

【
支
援
要
請
の
骨
子
】 

運
営
を
始
め
て
一
年
余
り
に
な
り
ま

す
が
、
現
在
六
十
七
名
を
収
容
し
、
津

波
孤
児
に
加
え
て
親
に
捨
て
ら
れ
た
一

歳
二
ヶ
月
の
幼
児
か
ら
十
三
歳
の
児
童

ま
で
の
不
幸
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
ま
す
。
現
在
は
収
容
能
力
の
六
十
％

程
度
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
０

８
年
度
末
に
は
百
％
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
優
秀
な
人
材
の
雇
用
と
健

全
な
財
政
の
維
持
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

タ
イ
政
府
は
、
私
ど
も
の
「
太
陽
の

村
」
財
団
を
優
秀
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
認
定
し

て
い
ま
す
が
、
財
政
援
助
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
現
時
点
で
の
財
政
状
況
は
今 

     

の
と
こ
ろ
順
調
で
あ
る
が
、
今
後
の
経

済
不
況
や
物
価
上
昇
に
備
え
、
世
界
中

の
企
業
や
個
人
は
も
と
よ
り
、
国
内
外

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｇ
０
の
財
政
支
援
を
求
め

て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
よ

い
未
来
を
お
く
る
子
ど
も
た
ち
の
家

庭
」
の
充
実
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え

の
程
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

プ
ケ
ッ
ト
太
陽
の
村
財
団
理
事 

プ
ケ
ッ
ト
・
ア
ン
ダ
マ
ン
・
シ
ー
Ｌ
Ｃ

会
長 

Ｌ
フ
ラ
ン
コ 

フ
ェ
リ
ー 

長
尾
Ｌ
Ｃ
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
者
は
次
の
十
六
名
の
方
々
で
す
。 

Ｌ 

中
川
宜
興
、
Ｌ 

田
中
克
己
、
Ｌ 

冨
田
義
雄
、
Ｌ 

村
尾
良
明
、
Ｌ 

松
原
典

士
、
Ｌ 

安
部 

好
、
Ｌ 

寒
川
正
行
、
Ｌ 

尾
崎
正
一
、
Ｌ
入
谷 

武
、
Ｌ 

松
井
正
成
、

Ｌ 

白
井
貞
男
、
Ｌ 

井
上
信
明
、
Ｌ 

多

田
敏
雄
、
Ｌ 

安
西 

勝
、
Ｌ 

山
下
泰
司
、

Ｌ
松
岡
喜
久
雄
、
支
援
金
八
万
円
寄
贈

チャーターメンバーを囲んで 

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 
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使
用
済
み
切
手
、
書
き
損
じ

ハ
ガ
キ
な
ど
を(
社
）
日
本
キ

リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会

に
寄
贈 

 
 

二
〇
〇
八
年
度
の
ア
ク
ト
と
し

て
、
使
用
済
み
切
手
等
の
収
集

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
十
二

月
二
十
日
に
締
切
り
送
付
し
ま

し
た
。
一
年
間
根
気
よ
く
取
り

組
ん
で
戴
い
た
会
員
の
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
社
団

法
人 

日
本
キ

リ
ス
ト
教
海

外
医
療
協
力

会
か
ら
、
二

十
年
十
二
月

二
十
六
日
付

で
、
使
用
済

み
切
手
の
受

領
証
並
び
に

礼
状
が
下
記

の
と
お
り
届

き
ま
し
た
。 

    

受
領
書
・
礼
状 

 

こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

上
記
（
送
付
一
覧
表
）
の
通
り
。

確
か
に
受
領
い
た
し
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協

力
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
）
は
、
現
在
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
の
五
ヶ
国
に
医
師
、
看
護

師
を
派
遣
し
、
そ
の
地
域
の
人
々

の
健
康
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
切
手

や
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
、
外
国
コ
イ

ン
な
ど
は
、
収
集
家
の
ご
協
力
に

よ
り
換
金
さ
れ
、
前
記
の
活
動
資

金
と
な
り
ま
す
。 

 
２
０
０
７
年
度
は
、
お
か
げ
さ

ま
で
、
お
よ
そ
十
五
ト
ン
の
切
手

が
寄
せ
ら
れ
、
二
千
万
円
を
事
業

の
資
金
と
し
て
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
受
領
書
の
裏
に
は
、
現
地

で
活
動
し
て
い
る
、
楢
戸
健
次
郎

医
師
の
こ
と
ば
が
載
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

 

「
早
く
家
に
帰
り
た
い
」 

 

入
院
患
者
さ
ん
は
だ
れ
で
も
、

病
気
が
良
く
な
れ
ば
早
く
家
に
帰

り
た
い
と
思
う
の
は
当
然
で
す
が
、

チ
ョ
ウ
ジ
ャ
リ
病
院
の
患
者
さ
ん

の
多
く
は
、
完
治
し
な
い
う
ち
か

ら
家
に
帰
り
た
が
る
の
で
す
。
大

き
な
理
由
は
、
家
が
貧
し
く
現
金

の
持
ち
合
わ
せ
が
わ
ず
か
な
た
め

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
入
院
す
れ
ば

治
療
費
と
し
て
少
な
く
と
も
５
０

０
ル
ビ
ー
か
ら
１
０
０
０
ル
ビ
ー

（
約
千
円
か
ら
２
千
円
）
は
か
か

り
ま
す
。
ネ
パ
ー
ル
の
病
院
で
は

ど
こ
で
も
そ
う
で
す
が
、
食
事
が

出
ま
せ
ん
。
ネ
パ
ー
ル
の
田
舎
で

は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
が
病
と

貧
し
さ
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

氏名 
使用済 

切手(日本) 
使用済 

切手(外国） 
未使用 
ハガキ 

書損じ 
ハガキ 

羽 床 勝 利    ５９２    
村 尾 良 明 5､５５３    
溝 渕 速 １､２２３ ６   
松 原 典 士 ２２０    
森 川 康 生 ３８８  ３４ １９ 
松 井 正 成 ４２８  ５  
多 田 敏 雄 １００    
松 井 博 之 １６０    
冨 田 義 雄   １ ５ 
中 川 宜 興    1１２ 
有 友 静 夫 １､０８２    
田 口 徹 ３９７ ４   
永 山 淑 ４６１    
事 務 局 １４１ ３   

合 計 １０､７４５ １３ ４０ １３６ 

初心に返って ウィサーブ 

使
用
済
み
切
手
で 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に

健
康
を
贈
ろ
う
！ 
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【
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
】
（
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
財
団
） 

 

Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
１
９
６
８
年
に
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
財
団
で
、
寄
贈

を
受
け
た
寄
金
の
運
用
に
よ
り
、

人
類
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。 

 

【
主
な
交
付
金
】 

◇
緊
急
援
助
交
付
金
＝
天

災
が
起
こ
っ
た
直
後
、
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
救
援
活
動
資

金
の
援
助 

◇
一
般
援
助
交
付
金
＝
地

区
の
人
道
的
奉
仕
事
業
の

資
金
援
助 

 

◇
四
大
交
付
金
＝
①
視
力

保
護
②
障
害
者
援
助
③
健

康
促
進
④
青
少
年
奉
仕 

◇
大
災
害
援
助
交
付
金
＝
国
際
的

規
模
の
大
災
害
の
た
め
の
援
助 

◇
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ
（
視
力
フ
ァ
ー
ス
ト

Ⅱ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
＝
世
界
中
か

ら
予
防
可
能
な
失
明
を
な
く
す
る

た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

【
二
十
年
度
寄
付
者
】 

◆
拠
出
金
・
１
０
０
０
＄ 

                    

な

お

、
Ｌ

Ｃ

Ｉ
Ｆ
寄
付
者
に
は
ラ
ペ
ル
・
ピ
ン
交
付
、

芳
名
録
記
載
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ラ
イ
オ
ン
ズ 

ク
ラ
ブ
国
際

協
会
本
部
か
ら
、

こ
の
ほ
ど
２
０ 

０
７
年
か
ら
２ 

０
０
８
年
の
会
長 

・
冨
田
義
雄
並
び
に

幹
事
・
藤
沢
健
三
氏
に
優
秀
賞
と

し
て
ラ
ペ
ル
・
ピ
ン
が
届
き
、
定

例
会
で
中
川
宜
興
会
長
よ
り
伝
授

さ
れ
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 

Ｌ 入谷 武 
（ＭＪＦ） 
２回目 

Ｌ村尾良明 
（ＭＪＦ） 
３回目 

Ｌ松原典士 
（ＭＪＦ） 
５回目 

Ｌ 鶴居 健 
（ＭＪＦ） 
６回目 

Ｌ田中克己 
（ＭＪＦ） 
７回目 

前会長 冨田義雄 前幹事 藤沢健三 



 
ドネーション 
 第１０７５回 定 例 会（新年例会）               Ｈ．２１．１．０９ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 中 桐 義 人 
 
Ｌ 池 田  肇 
 
Ｌ 安  西  勝  

  
Ｌ 阿 部 信 行 

 Ｌ 森 川 康 生 
 
 
Ｌ 藤 沢 健 三 
Ｌ 井 上 信 明 
Ｌ 入 谷  武 

 

新年おめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 
健康第一で頑張りましょう。 
新年明けましておめでとうございます。 
今年も夢を持って希望達成のために努力しましょう！ 
新年明けましておめでとう。私もマレーシア国ジョージタウンＬＣ四十五周

年記念式典に参加したかった（？） 
皆さま、明けましておめでとうございます。 
慶春・おめでとうございます。二十一年こそ良き年になりますようにみんな

で頑張りましょう！ また、長尾ライオンズクラブは五十周年に向けての第一

歩の年です、牛歩の如くシッカリ踏みしめていきましょう。 
入谷代行会長、本日はご苦労様です。美味しいお酒を頂きました。 
明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 
新年明けましておめでとうございます。 
本年もライオンの皆さま方の幸多かれと祈念して！ 

※ 今回の定例会は、ジョージタウンＬＣ４５周年記念式典にご参加（会員６

名）のため、出席者は少なかった。 
 
 
 第１０７６回 定 例 会                     Ｈ．２１．１．２３ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 十 河 清 隆 
Ｌ 中 村 聖 二 
Ｌ 山 下 泰 司 

  
 
  
  Ｌ 国 方  弘 
 Ｌ 村 尾 良 明 
Ｌ 多 田 敏 雄 
 
Ｌ 田 中 克 己 
Ｌ 六 車  兌 
 
 
 
Ｌ 阿 部 信 行 

新年にあたり本年も健康と平和を祈ります。 
Ｙｅｓ，Ｗｅ Ｃａｎ『ライオンズの誓い』として！ 
姉妹提携のジョージタウンＬＣの４５周年記念式典が無事終了しました。３

００人ほどの出席者がありました。長尾ライオンズクラブの皆様によろしく

とのことでした。なお、マレーシア国・腎臓透析センター設立並びにプケッ

ト・太陽の村財政支援プロジェクトへの寄付支援ありがとうございました。 
今年もドネーションよろしくお願いいたします。 
ジョージタウンＬＣ４５周年記念式典に参加し、無事帰ってきました。 
１月１９日に開催された４Ｒ・３Ｚの親睦ゴルフ大会で、個人成績４位にな

りました。 
今年最初の新年例会（１月９日）に欠席して申し訳ありませんでした。 
改めまして、新年おめでとうございます。本年も宜しくお願いいたします。

今年は私の当たり年です。 
１月７日より約８日間中央病院に検査入院しておりましたが、無事元気で退

院することができました。会員の皆様も健康に留意され、頑張って下さい。 
健康であることに感謝して！ 
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初心に返って ウィサーブ 



 
Ｌ 石 井 利 夫
Ｌ 安 西  勝 
Ｌ 入 谷  武 

  Ｌ 尾 崎 正 一 

 
  Ｌ 松 原 典 士 

 
 
Ｌ 中 川 宜 興 

ジョージタウンＬＣ４５周年記念式典にご参加の皆様大変御苦労さまでした

オバマ大統領とＬ国方弘テールツイスター様に対して！ 
１月生まれのライオンの皆様おめでとうございます。今年もよろしく！ 
ジョージタウンＬＣ４５周年記念式典に参加させていただき、国際交流を高

めてまいりました。 
誕生祝いありがとうございました。いよいよ６５歳、高齢者の仲間入りです

これから充実した人生を楽しくイキイキと生きるため、何事も前向きにチャ

レンジします。 
新年を迎え益々のクラブの発展を祈って！ 

 
 
 第１０７７回 定 例 会                     Ｈ．２１．２ ．０６ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 山 下 泰 司 

 
 Ｌ 冨 田 義 雄 

 
  Ｌ 十 河 清 隆 

 
 
 
 
 Ｌ 池 田  肇 
  
 

Ｌ 多 田 敏 雄 
 
 
Ｌ 石 井 利 夫 
 
Ｌ 鶴 居   健 
 
Ｌ 阿 部 信 行 
Ｌ 国 方   弘 
Ｌ 井 上 信 明 

  Ｌ 尾 崎 正 一 
 
Ｌ 安 西  勝 

  
  Ｌ 松 原 典 士 

２月生まれの誕生日の方々、おめでとうございます。 
高松グリーンＬＣのＬ松村様、Ｌ泉川様の定例会訪問に感謝して！ 
高松グリーンＬＣ５周年記念実行委員長Ｌ松村勝彦様、幹事Ｌ泉川豊彦様の

例会訪問に感謝して！ 
ＬＣＩＦのラペル・ビン

並びにメルビン・ジョ－

ンズ・フェローを受賞さ

れた５名の方々おめでと

うございます。 

  立春とはいえ、まだまだ

寒さが続きます、皆様御身

体をご自愛のほど！ 
① 高松グリーンＬＣの

5 周年記念式典の成功を祈って。 
② 母が 96 歳の誕生日を迎えました。 
高松グリーンＬＣ5 周年記念実行委員長松村様並びに幹事泉川様のご来訪を歓

迎して。 
高松グリーンＬＣ松村様、泉川様のクラブ結成 5 周年記念式典のご案内に感

謝して。 
高松グリーンＬＣの 5 周年おめでとうございます。どうか頑張って下さい。 
常日頃の皆様の心温まるドネーションに感謝して！ 
高松グリーンＬＣからの 2 名のご来訪を歓迎して。 
高松グリーンライオンズクラブ 5 周年記念実行委員長並びに幹事様のご来訪

を歓迎して。 
高松グリーンＬＣ5 周年記念実行委員長松村様並びに幹事泉川様のご来訪に感

謝して。 
高松グリーンＬＣ5 周年記念実行委員長Ｌ松村勝彦様および幹事Ｌ泉川豊宏を
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来訪者：松村様、泉川様 



 
 
Ｌ 中 川 宜 興 
 

高松グリーンＬＣ

並びに松村勝彦様 

歓迎して。 
高松グリーンライオンズクラブの皆様をお迎えし、また、当該クラブの 5 周

年記念式典の成功を祈って。 
高松グリーンＬＣ結成 5 周年記念式典の案内を兼ねて、同実行委員長松村勝

彦様、幹事泉川豊宏様が来訪され、ドネーションされました。 
 

 
 
 第１０７８回 定 例 会                      Ｈ．２１．２ ．２０ 

氏   名 ～ ど ん な こ と で ～ 
Ｌ 中 村 聖 二 
 
 
 
 
Ｌ 池 田  肇 
 
Ｌ 国 方   弘 
Ｌ 阿 部 信 行 
 
Ｌ 入 谷  武 
Ｌ 尾 崎 正 一 
Ｌ 松 原 典 士 
 
 
Ｌ 中 川 宜 興 

※ Ｌ中村聖二氏の奥様の手作り折り紙作品のチャリティバザーが行われ売上

金をすべてドネーションしていただきました。 
ありがとうございました。 
作 品 12 月 19 日の定例会ではお正月用の折り紙作品 

今回はひな祭り用折り紙作品でした。 
立春が過ぎもう少しで春ですね、桜前線が北上中です。皆様日々よき日であ

りますように！ 
酒、ビール、湯割りが飲めることに感謝して！ 
庭に紅梅。白梅が咲きましたが、まだ寒さが続き名のみの春です。しかし、

春は春に乾杯して！ 
立春が過ぎても寒いですね、皆様健康に気を付けましょう。 
寒い日が続いていますが風邪も引かずに元気に頑張っています。 
明日、歩き遍路の下見に行きます。本番は今年の 10 月から約 4 年掛けて四国

八十八ヶ所の歩き遍路を計画しています（1 ヶ月に 1 回のペース）。皆様も行

きませんか 
５月の家族会旅行に皆様の多くの参加をお願いします。 

   

蕗
の
薹
（
ふ
き
の
と
う
） 

 

蕗
は
キ
ク
科
フ
キ
属
の
多
年
草
。
日
本
原
産
で

北
海
道
か
ら
沖
縄
に
分
布
し
て
お
り
、
朝
鮮
半

島
・
中
国
で
も
見
ら
れ
る
。
日
本
で
は
山
地
や
平

野
の
至
る
と
こ
ろ
に
自
生
し
て
い
ま
す
。
茎
は
地

上
に
は
伸
び
ず
、
地
中
で
地
下
茎
と
な
り
横
に
伸

び
る
。
地
下
茎
が
地
上
に
剥
き
出
し
に
な
る
と
光

合
成
の
た
め
緑
色
に
変
色
し
、
そ
の
た
め
、
ワ
サ

ビ
と
間
違
わ
れ
て
誤
食
さ
れ
る
例
が
あ
る
が
、
地

下
茎
は
有
毒
で
あ
る
た
め
注
意
。
地
下
茎
を
延
ば

し
て
早
春
、
苞
に
包
ま
れ
た
花
芽
を
の
ぞ
か
せ
ま

す
。
蕗
は
雌
雄
異
株
で
、
蕗
の
薹
に
も
雄
花
と
雌

花
が
あ
り
、
雄
花
は
黄
白
色
、
雌
花
は
白
い
花
を

咲
か
せ
ま
す
。 

 

山
菜
と
し
て
楽
し
む
蕗
の
薹
は
、
大
地
よ
り
芽

を
出
し
て
間
も
な
い
物
を
摘
み
取
り
、
天
ぷ
ら
や

和
え
物
お
ひ
た
し
、 

ま
た
み
そ
汁
・
蕗
の
薹
味 

噌
賭
し
て
食
べ
ら
れ
る
。 

 

ほ
ろ
苦
さ
と
独
特
の
香 

り
が
、
待
ち
か
ね
た
春
を 

感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

春
に
季
語
：
蕗
の
薹
、
蕗
の
芽
、
蕗
の
花
。 

夏
の
季
語
：
旬
の
蕗
、
蕗
の
葉
、
伽
羅
蕗
。 

 

初心に返って ウィサーブ 
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三
月
の
行
事
予
定 

   

六
日
（
金
） 

三
月
理
事
会
・
第
一
例
会
・
誕
生
会 

 
 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

十
三
日
（
金
） 

三
月
運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

十
四
日
（
土
） 

東
か
が
わ
Ｌ
Ｃ
四
十
五
周
年
記
念
事
業
講
演 

 

ベ
ッ
セ
ル
お
お
ち 

十
五
日
（
日
） 

３
Ｚ
高
松
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｃ
五
周
年
記
念
式
典 

 

高
松
国
際
ホ
テ
ル 

二
十
日
（
金
） 

・ 

午
前
：
第
二
回
４
Ｒ
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

・ 

午
後
：
４
Ｒ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
指
導
力
育
成
）
研
究
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
松
国
際
ホ
テ
ル 

二
十
日
（
金
） 

三
月
理
事
会
・
第
二
例
会
（
二
胡
＝
鼓
弓
演
奏
会
） 

 

い
ろ
は
亭 

二
十
二
日
（
日
）
３
Ｚ
第
三
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会 
 
 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

二
十
五
日
（
水
） 

第
九
十
回
４
Ｒ-

３
Ｚ
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会 

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
・
志
度
Ｌ
Ｃ 

 
 

  

志
度
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

二
十
七
日
（
金
） 

三
月
事
業
委
員
会 
 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      

四
月
の
行
事
予
定 

   

三
日
（
金
） 

 

四
月
・
第
一
例
会
・
選
挙
会 

（
花
見
例
会
・
ビ
ー
ル
銘
柄
当
て
会
） 

 
 

大
川
オ
ア
シ
ス 

五
日
（
日
） 

 

第
三
回
献
血
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動 

 
 
 
 
 
 
 

み
ろ
く
公
園 

十
日
（
金
） 

 

四
月
運
営
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

十
一
日
（
土
）
～
十
二
日
（
日
） 

３
３
６
・
Ａ
地
区 

第
五
十
五
回
地
区
年
次
大
会 

 
 

式
典
：
：
坂
出
私
立
体
育
館 

記
念
ゴ
ル
フ
大
会 

 

高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

城
山
コ
ー
ス
他 

十
七
日
（
金
） 

 

四
月
理
事
会
・
第
二
例
会
・
誕
生
会 

 
 
 
 
 
 

い
ろ
は
亭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

国
際
交
流
ス
ピ
ー
チ 

二
十
四
日
（
金
） 

四
月
事
業
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み 

 

※ 

毎
月
、
第
二
金
曜
日
は
運
営
委
員
会
を
、
第
四
金
曜
日
に
は
事
業
委
員
会
を
開
催 

※
詳
細
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 
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ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｙ 

 
一
枚
の
油
絵 

鶴
居 

健 

今
年
の
一
月
下
旬
の
あ
る
日
の
こ
と
、

宅
急
便
で
段
ボ
ー
ル
箱
が
届
い
た
。
差
出
人

は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
の
旧
友
Ｎ
君
で
あ
っ

た
。
早
速
荷
物
を
開
け
る
。
中
に
油
絵
が
一

枚
。
二
号
ほ
ど
の
小
さ
な
作
品
だ
が
、
鮮
や

か
な
黄
色
の
菜
の
花
、
じ
っ
と
見
て
い
る
と

活
力
に
溢
れ
生
命
感
を
覚
え
る
。
ふ
と
、
絵

の
中
に
隠
れ
て
い
た
紙
切
れ
が
・
・ 

｛
前
略
、
突
然
で
す
が
、
こ
の
度
訳
が
あ
り
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
絵
を
貰
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
思
い
、
こ
の
絵
を
送
ら
せ
て
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
人
が
貴
方
様
に
は

「
黄
色
の
花
」
が
良
い
と
の
こ
と
で
、
「
菜

の
花
」
を
選
び
ま
し
た
。
お
気
に
入
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
の
で
す
が
、
本
人
が
体

調
を
崩
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
乱
筆
に
て
代

筆
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

Ｎ
内
｝ 

 

Ｎ
君
奥
さ
ん
の
走
り
書
き
。
ビ
ッ
ク
リ
し

た
、
た
だ
事
で
は
な
い
内
容
。
こ
れ
は
読
み

方
に
よ
る
と
、
彼
の
そ
れ
と
な
い
私
へ
の
別

れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
形
見
分
け
で
は

な
い
か
と
。
油
絵
を
手
に
、
い
つ
し
か
彼
と

よ
く
歌
っ
た
「
人
を
恋
う
る
歌
」
を
口
ず
さ

み
な
が
ら
涙
ぐ
ん
だ
。 
 

♪
♪
「
妻
を
め
と
ら
ば
才
た
け
て 

み
め
う
る
わ
し
く
情
け
あ
る 

 
 
 

友
を
選
ば
ば
書
を
読
み
て 

六
分
の
侠
気 

四
分
の
熱
」
♪
♪ 

  

そ
し
て
、
十
年
程
前
の
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
で

の
、
楽
し
か
っ
た
一
夜
の
こ
と
を
思
い
出
し

た
。 

Ｎ
君
と
の
出
会
い
は
五
十
年
前
に
遡
る
。
昭

和
29
年
4
月
、
私
は
松
山
市
で
新
社
会
人

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
入
社
し
た

職
場
に
い
た
の
が
彼
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
開

か
れ
た
新
人
職
員
歓
迎
会
で
、
私
は
学
生
時

代
十
八
番
で
あ
っ
た
与
謝
野
鉄
幹
の
、
「
人

を
恋
う
る
歌
」
を
披
露
し
た
。
彼
は
こ
の
歌

を
気
に
入
り
、
是
非
教
え
て
欲
し
い
と
言
っ

て
来
、
彼
と
の
付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
。
直

ぐ
に
二
人
は
意
気
投
合
。
若
か
っ
た
の
で
、

鉄
幹
の
歌
で
青
春
を
謳
歌
、

人
生
・
愛
に
つ
い
て
熱

く
語
り
合
っ
た
。 

 

彼
と
は
数
年
間
職

場
を
共
に
し
た
が
、

そ
の
後
互
い
に
転
勤
を

重
ね
、
会
う
こ
と
も
少
な
く

な
っ
た
。
そ
の
内
、
二
人
と
も
定
年
を
迎

え
、
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
で
再
会
。
そ
の
夜
宴
会

で
肩
を
組
み
、
久
し
ぶ
り
に
鉄
幹
の
歌
を
思

い
切
り
歌
い
、
話
し
合
っ
た
。
話
は
若
い
頃

の
思
い
出
に
終
始
。
彼
は
趣
味
の
絵
の
勉
強

を
続
け
、
毎
年
個
展
を
開
い
て
い
る
と
言
う
。

そ
し
て
私
に
絵
を
送
り
た
い
「
何
が
い

い
？
」
と
聞
か
れ
、
黄
色
の
花
が
好
き
だ
と

答
え
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

彼
は
あ
の
夜
の
言
葉
通
り
、
絵
を
送
っ
て

く
れ
た
の
だ
。
友
情
の
証
と
も
言
え
る
油
絵

を
見
つ
め
な
が
ら
、
会
社
の
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

に
電
話
を
し
、
Ｎ
君
の
病
状
を
聞
く
。
「
ガ

ン
が
進
み
、
発
見
が
遅
れ
た
の
で
、
手
術
も

出
来
な
か
っ
た
ら
し
い
」
と
の
虚
し
い
答
え
。

早
速
、
お
見
舞
い
の
品
と
手
紙
を
送
っ
た
。

折
り
返
し
彼
の
奥
さ
ん
か
ら
「
主
人
が
ベ
ッ

ド
の
上
で
大
変
懐
か
し
く
、
嬉
し
そ
う
で
し

た
。
時
々
、
♪
♪
妻
を
め
と
ら
ば
才
た
け

て
♪
♪
と
口
ず
さ
ん
で
い
ま
す
。
」
と
の

礼
状
が
届
い
た
。 

 

そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
後
、
訃
報
の
電
話
。

覚
悟
は
し
て
い
た
が
あ
ま
り
に
も
早
い
彼

の
死
。
共
に
過
ご
し
た
楽
し
い
青
春
時
代
、

「
人
を
恋
う
る
歌
」
を
思
い
、
涙
が
止
ま

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
「
菜
の
花
」
の
絵
は
、

我
が
家
の
玄
関
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。 

  

注
記 

本
原
稿
は
鶴
居
さ
ん
が
西
日
本
放
送
ラ

ジ
オ
番
組
「
樫
山
文
枝
が
朗
読
す
る
心
の

詩
」
に
投
稿
、
平
成
17
年
1
月
15
日
に
放

送
さ
れ
た
も
の
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
時
代
の
旧
友
で
あ
る
家
木
治
さ
ん

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

初心に返って ウィサーブ 
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【
一
月
の
誕
生
者
】 

【
誕
生
石
】
ガ
ー
ネ
ッ
ト 

 
 
 

真
実
、
忠
実
、
友
愛
、
貞
操 

【
誕
生
花
と
花
こ
と
ば
】 

四 

日
・
三
好 

正
志 

 

水
仙
＝
神
秘
、
自
己
愛 

八 

日
・
溝
渕 

速 
 

は
は
こ
ぐ
さ
＝
温
か
い
気
持
ち 

 

九 

日
・
佐
藤 

豊
子 

 
 
 

か
ん
の
ん
ち
く
＝
淑
女 

十
五
日
・
森
川 

康
生
、
松
井 

幸
子 

 

オ
ン
シ
ジ
ュ
ー
ム
＝
可
憐
、
協
調 

 

二
十
二
日
・
入
谷 

ス
ミ
代 

ア
ン
ス
リ
ュ
ー
ム=

煩
悩 

 

二
十
四
日
・
松
原 

典
士
、
冨
田
真
由
美 

 
 
 
 

お
も
と=

母
性
の
愛
、
相
続 

二
十
八
日
・
冨
田
満
里
子
、
松
井 

通
子 

レ
プ
ト
ス
ペ
リ
マ
ム
＝
献
身
的
な

愛
、
熱
望 

 

三
十
一
日
・
羽
床 

勝
利 

 
 
 
 

し
ろ
た
え
ぎ
く
＝
あ
な
た
を
支 

え
る 

 
 

 

 

【
二
月
の
誕
生
者
】 

【
誕
生
石
】
ア
メ
シ
ス
ト 

 
 
 
 

誠
実
、
高
貴
、
心
の
平
和 

【
誕
生
花
と
花
こ
と
ば
】 

六 

日
・
土
草 

成
子 

 

あ
ぶ
ら
な
＝
競
争 

十
三
日
・
安
部 

好 

ロ
ー
ダ
ン
セ
＝
光
輝
、
飛
翔 

十
四
日
・
六
車 

兌 
 
 

サ
イ
ネ
リ
ア
＝
常
に
快
活 

十
五
日
・
冨
田 

義
雄
、
山
下 

鈴
子 

 
 
 
 

ひ
な
ぎ
く
＝
乙
女
の
無
邪
気
、 

十
七
日
・
十
河 

明
美 

 

し
ゅ
ろ
ち
く
＝
思
慮
深
い 

十
八
日
・
西 

裕
二 

 

タ
ン
ポ
ポ
＝
思
わ
せ
ぶ
り 

二
十
日
・
井
上 

知
代
子 

 

お
う
ば
い
＝
恩
力
、
優
美 

二
十
三
日
・
山
下 

泰
司 

 
 
 

ア
フ
ェ
ラ
ン
ド
ラ
＝
雄
々
し
い 

二
十
五
日
・
中
桐 

征
子 

 

カ
ラ
ン
コ
エ
＝
あ
な
た
を
守
る 

 

二
十
六
日
・
白
井 

雪
子 

 
 
 
 

ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
＝
慰
め
、
希
望 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《 

俳 

句 

》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｌ 

田 

中 

克 

己 
 

老
僧
の
お
茶
の
接
待
梅
初
月 

 
 

 

う
た
た
ね
に
テ
レ
ビ
の
声
や
冬
深
し 

  
 

水
仙
の
ね
じ
れ
な
ほ
し
て
客
を
待
つ 

  

焼
き
芋
の
匂
い
の
中
を
孫
の
来
る 

  

Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ 我々は奉仕する 

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！ 

-１９- 



 

か
い
し
ゃ
ほ
う
も
ん 

(
有) 
田 

中 

白 

雲 

堂 
代
表
取
締
役
者 

 

Ｌ
田 

中 

直 

樹 
 

弊
社
は
、
昭
和
初
期
か
ら
東
か
が
わ
市
の

白
鳥
神
社
前
で
、
代
々
名
物
「
武
道
餅
」
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
五

十
八
年
二
月
に
、
私
が
持
ち
帰
り
弁
当
の
チ

ェ
ー
ン
店
『
ほ
っ
か
ほ
っ
か
亭
』
の
事
業

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
五
十
九
年
八

月
に
現
在
の
（
有
）
田
中
白
雲
堂

と
し
て
会
社
を
設
立
し
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

昭
和
五
十
八
年
二
月

に
志
度
に
一
号
店
を

出
店
し
、
六
月
に
三
本

松
店
、
翌
五
十
九
年
二
月
に
白
鳥
店
を
出
店
。

香
川
県
東
部
地
区
を
エ
リ
ア
と
し
て
長
尾
店
、

三
木
店
、
牟
礼
店
な
ど
現
在
は
六
店
舗
を
経

営
し
て
お
り
ま
す
。 

営
業
当
初
は
も
の
め
ず
ら
し
い
だ
け
で

社
会
の
認
知
度
も
低
く
、
毎
日
大
変
で
し
た

が
、
二
十
六
年
た
っ
た
現
在
は
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
で
『
ほ
っ
か
ほ
っ
か
亭
』
と
い

う
名
前
も
全
国
的
に
知
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

私
ど
も
チ
ェ
ー
ン
の

モ
ッ
ト
ー
は
、

「
持
ち
帰
り
弁

当
と
い
う
商
品
を

通
じ
て
、
お
客
様
に

満
足
を
提
供
し
、
そ
の

満
足
を
私
た
ち
の
喜
び
に
変
え
、

日
々
新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ゆ

く
」
こ
と
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
、
本
当
に
お
客
様
に

満
足
を
提
供
で
き
て
い
る
か
、
自
問

自
答
の
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

         

 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
月
・
「
弥
生
」
…
夢
見
月 

日
に
日
に
暖
か
く
な
り
、
春
を
迎
え
る

喜
び
が
一
番
感
じ
ら
れ
る
月
で
す
。
『
草
木

萌
動
（
ソ
ウ
モ
ク
メ
バ
エ
イ
ズ
ル
）
』
季
節
。 

新
し
い
芽
を
吹
き
、
次
々
と
花
を
咲
か

せ
る
草
木
た
ち
…
…
現
代
人
は
せ
っ
か
ち
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
咲
い
た
花
や
実
し
か
見

て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

い
き
な
り
花
が
咲
き
、
実
っ
た
り
す
る

こ
と
は
な
い
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
芽
が
生
長
し
て
い
く
に
は
、
ま
だ

ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

そ
れ
は
私
た
ち
の
心
に
芽
生
え
た
さ
さ

や
か
な
夢
や
思
い
と
同
じ
。
春
の
太
陽
の
よ

う
な
眼
差
し
を
注
ぎ
続
け
て
こ
そ
育
つ
も
の
。 

 

発 

行 

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
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